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■６月掲載分締切　５月 10 日（木）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

雛
飾
る　

女
系
の
夕ゆ
う
げ餉　

か
し
ま
し
く	

見
つ
け
た
り　

蛇
の
抜
け
殻　

幸
を
呼
ぶ	

新
病
院　

威
風
堂
　々

患
者
待
つ	

体
重
の　

落
し
も
の
に
は　

届
け
な
し	

ほ
お
な
で
る　

春
の
い
ぶ
き
の　

南
風	

ま
わ
り
年　

祝
い
に
も
ろ
た　

箸　

茶
わ
ん	

春
風
は　

心
も
身か
ら
だも　

と
き
ほ
ぐ
す	

弥
生
月　

未
だ
大
雪
迷
路
を　

バ
ス
走
る	

子
は
宝　

車
で
歌
舞
伎　

大
阪
え	

新
転
地　

住
み
馴
れ
た
家　

懐
か
し
き	

雪
が
解
け　

春
の
気
配
を　

満
喫
し	

春
に
な
り　

朝
日
を
浴
び
て　

目
を
覚
ま
す	

春
が
来
た　

も
う
す
ぐ
孫
は　

一
年
生	

冬
日
よ
り　

花
の
蕾
も　

春
よ
来
い	

同
窓
会　

褪あ

せ
た
記
憶
を　

取
り
戻
す	

寄
せ
植
え
の　

花
咲
く
春
や　

赤
白
黄	

五
月
晴
れ　

昨
日
見
た
夢　

も
う
一
度	

空
の
色　

か
わ
り
て
肌
さ
す　

弥
生
か
な	

梅
匂
ふ　

風
に
自
適
の　

歩
を
進
む	

五
月
晴
れ　

緑
誘
わ
れ　

森
林
浴	

春
浅
き　

野
に
苦
行
の　

座
禅
草	

病
み
し
体み

も　

リ
ハ
ビ
リ
を
越
え　

第
一
歩	

我
が
人
生　

笑
っ
て
泣
い
て　

幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜	

亡
き
夫つ
ま

に　

見
せ
て
や
り
た
い　

孫
の
笑え
み	

揚
げ
物
で　

味
わ
う
春
の　

ほ
ろ
に
が
さ	

豪
雪
に　

す
こ
っ
ぷ
を
杖
に　

屋
根
見
上
げ	

薄
氷　

さ
け
て
見
上
げ
る　

鳥
の
か
げ	

大
根
を　

煮
ふ
く
め
な
が
ら　

ス
ク
ワ
ッ
ト	

知
ら
ぬ
間
に　

歳
を
重
ね
て　

膝
嗤わ
ら

う	

白
鷺さ

ぎ

の　

微
動
だ
に
せ
ぬ　

杭
の
先	

神
棚
へ　

だ
ん
だ
ん
届
か
ぬ　

背
の
び
し
て	

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　５月 25 日必着（掲載は７月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（50 作品程度）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
） 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
） 

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
） 

風
林　
み
津
（
安
・
西
万
木
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
） 

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
） 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
） 

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
） 

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
） 

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
） 

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
） 

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
） 

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
） 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
） 

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
） 

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
） 

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
） 

斉
藤　
光
江
（
安
・
今
在
家
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
） 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
） 

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

八
田　
信
子
（
高
・
高
島
） 

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
） 

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
） 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
） 

山
田　
久
江
（
高
・
勝
野
） 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
） 

岸
田　
金
子
（
安
・
田
中
） 

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
） 

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■７月号締切　５月 25 日（金）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

父
母
眠
る　

篠
原
の
里
に
も　

春
の
訪
れ	

陽
が
昇
り　

今
日
１
日
の　

嬉
し
さ
よ	

朝
霧
の　

深
き
湖
岸
が　

幻
想
的	

大
雪
で　

つ
ぶ
れ
た
野
菜　

甘
み
増
す	

梅
一
輪　

い
ま
だ
に
つ
け
ず　

日ひ
あ
し脚
伸
ぶ	

う
ぐ
い
す
の　

春
告
鳥
が　

春
知
ら
す	

公わ
か
さ
ぎ魚
や　

焼
い
て
二
杯
酢　

酒
の
あ
て	

バ
ス
停
の　

や
さ
し
さ
繋
ぐ　

子
ら
の
声	

上
り
簗や
な　

カ
ッ
ト
リ
口ぐ
ち

に　

鮎
お
ど
る	

淡
い
香か

の　

ろ
う
梅
一
輪　

点て
ま
え前
す
る	

ゴ
オ
ー
ン
ゴ
オ
ー
ン　

静し
じ
ま寂
に
ひ
び
く　

入い
り
あ
い相
の
鐘	

肩
を
く
む　

絆
の
深
さ
に　

湧
く
フ
ァ
イ
ト	

子
育
て
の　

苦
労
実
り
て　

孫
入
園	

八
十
八　

ま
だ
現
役
で　

頑
張
ろ
う	

酔
っ
払
い　

互
い
の
仕
草　

笑
い
合
い	

新
緑
の　

松
の
梢こ
ず
えに　

お
ぼ
ろ
月	

葦あ
し

渡
る　

風
も
の
の
ふ
の　

叫
び
か
な	

ふ
く
ら
は
ぎ　

も
ん
で
一ひ
と
ひ日　

始
ま
れ
り	

春
雨
に　

ぬ
れ
て
あ
ざ
や
か　

紅
水
仙	

御
彼
岸
に　

想
い
に
耽ふ
け

る　

墓
参
り	

春
が
来
た　

雪
も
通
院
看
護
も　

夢
と
去
り	

お
花
見
や　

花
ふ
り
か
え
る　

遊
覧
舟	

氏
神
の　

み
こ
し
輝
く　

春
祭
り	

ふ
き
の
と
う　

雨
土
温
み
て　

春
の
風	

夢
の
よ
う
！　

粉
雪
踊
ら
せ　

母
娘
ス
キ
ー	

卒
園
や　

笑
顔
で
ピ
ー
ス　

写
真
撮
る	

湯
タ
ン
ポ
が　

老
い
の
冷
足　

包
み
込
む	

春
近
し　

西
山
の
雪　

消
え
り	

糟そ
う

糠こ
う

の　

妻
も
そ
こ
そ
こ　

歳
を
と
り		

別べ
っ
ぴ
ん嬪
の　

握
っ
た
寿
司
は　

尚な
お

美う

ま味
い

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
） 

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
） 

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
） 

寺
井
き
み
え
（
マ
・
蛭
口
） 

小
川
み
ち
子
（
安
・
田
中
） 

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
） 

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
） 

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
） 

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
） 

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
） 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
） 

堀
田
と
み
子
（
高
・
永
田
） 

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
） 

前
田　
と
み
（
今
・
浜
分
） 

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
） 

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
） 

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
） 

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
） 

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
） 

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
） 

粟
津　
満
子
（
マ
・
山
中
） 

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
） 

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
） 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
） 

福
田　
一
枝
（
今
・
松
陽
台
） 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
） 

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

小
谷　
ひ
で
（
高
・
高
島
） 

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
） 

高
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで
　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
（
当
月

末
振
替
）
に
さ
れ
る
と
、
毎
月
１
４
，

９
８
０
円
の
保
険
料
が
１
４
，
９
３
０

円
と
な
り
、月
々
50
円
お
得
で
す
。（
通

常
の
口
座
振
替
は
「
当
月
保
険
料
を
翌

月
末
振
替
」
と
な
り
割
引
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　
お
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
郵
便
局
、金
融
機
関
等
ま
た
は
、

大
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
口
座
振
替
で
早
割
制
度
以
外

の
振
替
方
法
を
選
択
さ
れ
て
い
る
方
が

こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振

替
方
法
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
申

特 

例 

免 

除 

制 

度

　
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）
の
事
実
が
確
認
で
き
る
場
合
に
対

象
と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を

除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

申 

請 

免 

除 

制 

度

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
「
一
部
納
付
」
が

あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分
の

１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
の
審
査
を
行

い
、
一
定
額
以
下
の
場
合
に
承
認
さ
れ

ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
他
に
も
、
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
の

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
の
審
査
を
行
い
（
世
帯
主
の
所
得

は
審
査
の
対
象
外
で
す
。）
一
定
額
以

下
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

国民年金保険料
の納付は

「口座振替の
　早割制度」
がお得です

国民年金保険料の
免除・
猶予制度

ごぞんじですか？

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お

く
と
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課

ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課

　
　
　

（
２
５
）
８
１
３
７

年間６００円
毎月の保険料を当月末に
口座引き落とし

口座振替なら
こんなにお得！

し
込
ま
れ
る
と
、
初
回
に
原
則
２
か
月

分
（
割
引
の
な
い
前
月
分
と
割
引
の
あ

る
当
月
分
）
が
振
替
に
な
り
ま
す
。


